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第549号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年 1 1 月 1 日水曜日

（続）

心
一
行
わ
れ
て
い
る
。

チ
‘・

←
白
属
―
布
は
第
一
章
か
ら
五
章
ま
で
構

ー
：
竺
成
さ
れ
、
宗
像
大
社
・
沖
ノ
島
の
神

ン
t
d
.

ダ
一
宝
は
「
第
二
章
海
の
上
の
守
り

ィ

口
押
」
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
福
津

―
市
・
金
刀
比
羅
神
社
の
難
船
図
絵

に
く
つ
つ
い
て
い
る
の
を
見
か
け
~

第
六
回
漂
着
物
学
会
は
北
海
]
下
れ
に
風
速
一

0
2
い
の
風
が
吹
く
一
の
リ
ン
グ
状
の
斑
紋
が
背
に
あ
一
一
馬
は
文
政
十
一
年
、
大
正
十
一
年

道
・
襟
裳
岬
の
風
の
館
が
会
場
で
、
日
が
年
間
二
九

0

日
を
越
え
る
と
り
、
こ
れ
が
穴
あ
き
の
古
銭
に
見
る
が
、
五
、
六
c
m
程
の
大
き
さ
で
、
の
も
の
は
、
共
に
迫
力
満
点
で
あ

十
月
一
四
・
一
五
日
に
行
う
。
い
う
日
本
有
数
の
強
風
地
帯
で
あ
た
て
た
の
が
、
和
名
の
由
来
だ
と
少
年
の
頃
、
こ
れ
を
見
て
化
石
だ
る
。
終
章
に
私
の
漂
着
物
も
十
点

六
月
に
襟
裳
へ
下
見
に
行
っ
る
。
会
場
の
「
風
の
館
」
を
見
学
。
強
い
う
。
北
海
道
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
と
思
っ
て
い
た
。
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
ラ
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
る
。
小
仏
は

た
。
六
月
と
い
う
の
に
宿
に
は
ス
i
風
に
耐
え
る
よ
う
な
館
で
二
十
億
力
半
島
ま
で
に
分
布
、
国
内
で
は
・
ガ
イ
は
、
体
長
二
o
c
m
、
体
幅
一
〇
＿
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、
影
が

ト
ー
ブ
が
焚
か
れ
て
驚
い
た
。
「
こ
円
か
か
っ
た
と
か
。
風
を
利
用
し
最
大
の
生
息
地
で
あ
る
。
設
置
さ

C
m、
老
成
し
た
も
の
は
体
長
三

0

大
き
く
浮
き
あ
が
っ
て
、
思
わ
ず

こ
は
一
年
中
ほ
と
ん
ど
ス
ト
ー
ブ
」
て
「
風
力
」
で
音
を
出
す
仕
組
み
が
れ
て
い
る
双
眼
鏡
で
じ
っ
く
り
観C

mに
も
な
る
と
い
う
。
食
用
に
も
・
「
お
っ
と
」
声
を
発
し
た
。
国
宝
・
重

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
宿
の
主
人
。
通
路
に
そ
っ
て
あ
り
、
不
思
議
な
察
も
で
き
る
。
な
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
ム
イ
と
か
文
を
揃
え
た
展
示
は
ま
さ
に
国
博

音
色
に
誘
わ
れ
て
翌
日
は
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
メ
ヨ
。
な
お
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
は
「
膝
皿
な
ら
で
は
の
力
で
あ
ろ
う
。

中
へ
、
館
は
風
に
関
一
で
、
近
く
の
百
人
浜
へ
。
南
部
藩
の
」
貝
」
と
書
き
、
岩
か
ら
は
が
し
た
時

す
る
も
の
は
充
実
一
大
型
船
が
遭
難
し
百
人
ほ
ど
の
死
i
に
腹
の
方
か
ら
ま
る
＜
こ
こ
ま
る

し
て
い
る
。
こ
の
館
一
者
が
浜
へ
漂
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
i
よ
う
す
が
膝
を
曲
げ
た
状
態
に
み

か
ら
襟
裳
岬
が
一
―
浜
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
：
た
て
た
も
の
で
、
地
方
で
は
ジ
イ

望
で
き
る
。
岬
の
先
一
黒
ぼ
い
砂
浜
が
延
延
と
続
き
、
：
ガ
セ
、
背
が
曲
っ
た
老
人
、
磯
ワ
ラ

端
か
ら
岩
礁
地
帯
一
砂
浜
で
は
軽
ト
ラ
が
走
り
漂
着
し
一
ジ
も
形
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。
多

が
二
k
mに
わ
た
っ
て
一
て
い
る
昆
布
拾
い
が
行
わ
れ
て
い
]
似
綱
で
板
を
重
ね
た
よ
う
な
殻
片

つ
づ
い
て
い
る
。
そ
一
た
。
浜
を
注
意
し
て
歩
く
と
蝶
の

□
八
枚
を
も
っ
て
い
る
。
砂
浜
か
ら

の
絶
景
に
は
感
動
：
よ
う
な
貝
殻
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
：
岩
礁
部
に
す
む
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
ラ

す
る
。
こ
の
岩
礁
部
―
い
る
。
正
確
に
は
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
：
ガ
イ
は
北
海
道
以
北
に
分
布
し
て

に
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
一
ラ
ガ
イ
の
殻
片
で
、
蝶
が
羽
根
を
一
い
る
。
襟
裳
は
何
も
な
い
浜
で
は

ラ
シ
が
多
い
時
に
一
広
げ
た
よ
う
な
姿
に
見
え
る
。
表
：
あ
り
ま
せ
ん
。

は
四
百
頭
ほ
ど
い
一
面
は
薄
く
ピ
ン
ク
色
を
し
て
、
北
＿
※
九
州
国
立
博
物
館
で
は
、
開
館

る
と
い
う
。
ゼ
ニ
ガ
一
海
道
の
漂
着
物
で
は
人
気
が
あ
[
-
周
年
記
念
特
別
展
「
海
の
神
々
」

タ
ア
ザ
ラ
シ
は
黒
一
る
。
一
（
捧
げ
ら
れ
た
宝
物
）
が
十
月
八
日

色
の
地
色
に
、
白
色
―
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
は
玄
界
で
も
岩
場
：
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
ま
で

ュ遍£ •- 、- ゞ
疇
●
ー
、

`
-
ｷ
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し
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し
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

図
鑑
に
は
人
里
路
傍
の
項
あ
れ
ば
秋
の
草
花
を
わ
れ
は
確
か
む

図
鑑
は
植
物
図
鑑
、
人
里
路
傍
は
育
生
地
の
こ
と
と
思
う
が
、
イ
ヌ
タ
デ
等
で
な
く
秋
の
草
花

匿
と
い
う
普
通
名
詞
の
表
記
な
処
と
共
に
今
―
つ
歌
意
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
惜
し
い
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

人
住
ま
ぬ
実
家
の
厨
の
板
壁
に
母
想
び
い
づ
エ
プ
ロ
ン
ひ
と
つ

o
o
”口ほ
戸07ロン
掛
る
」
の
方
が
生
活
実
感
が
あ
り
、
母
恋
い
の
情
が
よ

中

福
津
市
央
池
浦
千
鶴
子

ね
ず
み
も
ち
の
垣
根
の
中
に
キ
ジ
バ
ト
の
巣
f
J
も
り
見
つ
け
目
の
合
び
し
日
も

酌
巣
こ
も
り
に
必
死
の
鳩
の
目
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
四
五
句
は
「
巣
こ
も

り
見
付
ぬ
目
の
合
ふ
時
あ
り
」
の
方
が
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

れ
き

献
燈
の
苔
剥
ぎ
て
み
れ
ば
下
の
字
の
〈
暦
〉
ら
し
き
の
み
か
す
か
に
読
ま
る

の
字
の
」
は
、
苔
の
下
か
、
最
末
尾
の
字
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
。
＿
―
-
句

回
｀
戸
「
暦
ら
し
く
読
ま
る
る
文
字
の
か
す
か
に
残
る
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

雨
上
が
り
青
空
と
な
る
放
生
会
チ
ャ
ン
ポ
ン
の
音
宮
に
弾
み
し

の
ま
ま
で
は
文
が
終
結
し
な
い
の
で
、
初
旬
は
「
雨
晴
れ
て
」
、
結
句
は
「
弾

o
oへ
て
」
又
は
「
弾
め
り
」
と
す
る
。

宗
像
市
東
旭
丘
天
野
玲
子

優
勝
の
高
校
野
球
児
の
さ
わ
や
か
さ
吾
に
も
同
じ
孫
の
あ
り
せ
ば

一
評1
こ
れ
も
一
首
と
し
て
の
終
結
が
無
い
。
下
句
は
「
私
の
孫
を
重
ね
て
思
ふ
」
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

前
山
の
背
後
を
通
る
白
雲
は
夏
の
名
残
の
輝
き
を
も
つ

折
角
の
状
景
が
各
旬
共
漢
字
漢
語
で
あ
り
固
い
感
じ
が
す
る
の
で
二
句
を

回
「
う
し
ろ
」
と
す
れ
ば
、
大
分
や
わ
ら
ぐ
。

oo 狂
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

蜘
蛛
の
囲
に
か
か
り
し
蝉
の
広
げ
ゐ
る
趙
が
夕
の
風
に
音
を
あ
ぐ

「
音
を
あ
ぐ
」
で
は
、
耐
え
ら
れ
ず
に
弱
音
を
吐
く
、
よ
う
で
趙
が
生
き
物
の

匿
よ
う
で
あ
る
。
「
趙
に
タ
ベ
の
風
が
音
立
つ
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

川
を
隔
て
右
に
広
が
る
大
豆
畑
左
は
黄
金
の
稲
穂
波
打
つ

「
隔
て
る
」
は
、
仕
切
る
、
距
離
を
慨
く
、
の
意
に
も
な
る
の
で
初
句
は
川
を

匿
中
に
、
川
を
は
さ
み
、
川
を
慨
き
、
な
ど
の
表
現
を
考
え
て
見
た
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
薗
子

夕
刊
に
連
載
中
な
る
啄
木
の
歌
な
つ
か
し
く
切
り
取
り
て
読
む

回
コ
。
る
」
の
な
る
で
は
破
調
だ
し
理
屈
ぼ
い
の
で
素
直
に
「
連
載
中
の
」

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

何
人
に
も
勝
る
言
葉
に
安
ら
ぎ
ぬ
南
主
治
医
の
診
る
目
の
優
し

叩
碍
｛
迂[
O
心
う
を
示
す
「
言
薬
と
」
ど
ち
ら
が
一
首
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し

福
津
市
在
自
増
田
武
光

秋
祭
果
て
し
社
を
ひ
と
り
掃
く
老
女
に
夜
の
霊
気
降
り
き
て

歌
だ
が
、
「
降
り
き
て
」
で
は
、
大
和
作
品
、
天
野
作
品
と
同
じ
く
文
の
終

匿
叡
な
い
の
で
「
降
り
く
る
」
と
終
止
形
止
め
と
す
る
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

台
風
に
引
き
千
切
ら
れ
し
木
々
の
策
の
陽
に
反
り
て
青
き
落
葉
が
走
る

丸
持
ち
は
判
る
が
、
下
句
は
一
寸
無
理
な
表
現
。

匿
ご
目
き
が
ま
ま
に
乾
反
り
て
走
る
」
と
す
れ
ば
す
っ
き
り
と
す
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
竹
内
結
子

恋
を
し
て
お
菓
子
に
料
理
マ
ス
タ
ー
し
パ
ン
を
焼
い
た
ら
爆
発
「
パ
ー
ン
」

爆
発
し
た
の
は
パ
ン
の
よ
う
で
も
あ
り
、
折
角
得
た
恋
の
よ
う
で
も
あ
り
面

匿
白
い
。
一
、
二
句
は
「
恋
の
わ
れ
お
菓
子
と
料
理
を
」
が
い
い
。

四散洛取り蝉
りがの
をたニ
ものつ
う百三
止日つ
し紅が
たの晩々
ら枝夏含
とにの
言きゅ
ふてだ
こ令 日げち
と没もの
< 偶打雨
わのに
がこ’浮
肩とき
撫法て
づ師な
る蝉が
さ暗る
るくる

i 
宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

彼
岸
花
心
洗
う
や
赤
い
花

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

連
動
会
勇
み
立
ち
た
る
撥
捌
き

福
津
市
在
自
増
田
武
光

秋
立
つ
と
笛
吹
童
子
募
り
け
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

腰
び
ょ
い
と
下
げ
て
茅
の
輪
の
肩
車

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
士
口

m
i
木
口
T

古
里
は
思
び
出
ば
か
り
し
じ
み
蝶

三
浦
美
千
代

奥
の
院
静
か
な
夜
や
二
日
月

田
中
雨
葉

音
あ
ら
く
時
雨
打
つ
な
り
古
屋
敷

木
原
房
子

噴
水
や
白
水
蓮
に
音
は
げ
し

当
大
社
で
は
十

」
月
一
日
よ
り
飲

酒
運
転
撲
滅
を
願
っ
て
、
厄
年
や
初
宮
、
商

売
繁
盛
と
い
っ
た
諸
祈
願
祭
後
に
お
出
し

て
い
た
御
神
酒
が
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の

甘
酒
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
▼
広
く
交
通
安

全
の
参
拝
が
多
い
故
で
す
が
、
珍
し
い
取

組
み
と
し
て
新
聞
、
テ
レ
ピ
で
思
わ
ぬ
反

響
を
呼
び
、
全
国
中
組
も
さ
れ
ま
し
た
▼

甘
酒
は
醸
酒
と
書
き
、
古
来
よ
り
一
夜
酒

と
も
言
わ
れ
て
お
リ
、
米
麹
で
発
酵
さ
せ

た
れ
つ
き
と
し
た
酒
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
当
大
社
で
も
春
秋
の
大
祭

時
に
は
、
手
間
暇
か
け
た
神
社
で
調
製
し

た
も
の
を
お
供
え
し
て
き
た
長
い
伝
統
も

あ
り
ま
す
▼
人
間
関
係
の
潤
滑
油
と
も
言

わ
れ
る
お
酒
で
す
が
、
飲
酒
運
転
ほ
ど
軽

い
気
持
ち
で
犯
す
犯
罪
も
あ
り
ま
せ
ん
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。(
M
.
o
)

阿
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集
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